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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月23日(2018.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　１つまたは複数のそれぞれの色値を示す１つまたは複数のパレットエントリを含むパレ
ットコード化ブロックのためのパレットを決定することと、
　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルが、前記パレット中に含
まれない色値を有するエスケープピクセルとして復号されるべきかどうかを示す第１のシ
ンタックス要素を受信されたビットストリームから復号することと、
　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセルと
して復号されるべきであることを示す前記第１のシンタックス要素に基づいて、
　　前記パレットコード化ブロックのパレットデルタ量子化パラメータ（ＱＰ）値を示す
第２のシンタックス要素を前記受信されたビットストリームから復号することと、
　　前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記パレッ
トデルタＱＰ値に基づいて予測されたＱＰ値を調整することと、
　　エスケープピクセルの量子化された色値を前記受信されたビットストリームから復号
することと、
　　前記パレットＱＰ値に従って前記エスケープピクセルの前記色値を逆量子化すること
と、
　を備える、方法。
【請求項２】
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　ビデオデータを符号化する方法であって、
　１つまたは複数のそれぞれの色値を示す１つまたは複数のパレットエントリを含むパレ
ットコード化ブロックのためのパレットを決定することと、
　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルが、前記パレット中に含
まれない色値を有するエスケープピクセルとして符号化されるべきかどうかを決定するこ
とと、
　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセルと
して符号化されるべきであるかどうかを示す第１のシンタックス要素をビットストリーム
中で符号化することと、
　エスケープピクセルとして符号化されるべき少なくとも１つのピクセルを含む前記コー
ド化パレットブロックに基づいて、
　　前記パレットコード化ブロックのパレット量子化パラメータ（ＱＰ）値を決定するこ
とと、
　　前記パレットＱＰ値と予測されたＱＰ値との間の差分としてパレットデルタＱＰ値を
決定することと、
　　前記パレットコード化ブロックの前記パレットデルタＱＰ値を示す第２のシンタック
ス要素を前記ビットストリーム中で符号化することと、
　　前記パレットＱＰ値に従って前記エスケープピクセルの前記色値を量子化することと
、
　　前記エスケープピクセルの前記量子化された色値を前記ビットストリーム中で符号化
することと、
　を備える、方法。
【請求項３】
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値と少なくとも１つのクロマパレットＱＰ
値とを備える、請求項１または請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記予測されたＱＰ値が、スライスレベルのＱＰ値または前の量子化グループ中に含ま
れるブロックに関連するＱＰ値のうちの１つを備える、請求項１または請求項２に記載の
方法。
【請求項５】
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値を備え、前記方法が、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックを含む現在
の量子化グループのクロマＱＰオフセット値を決定することと、
　前記パレットコード化ブロックのクロマパレットＱＰ値を決定するために、前記クロマ
ＱＰオフセット値に基づいて前記パレットコード化ブロックのために決定された前記ルー
マパレットＱＰ値を調整することと、
　をさらに備える、請求項１または請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　ビデオ復号デバイスであって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリと通信し、
　　１つまたは複数のそれぞれの色値を示す１つまたは複数のパレットエントリを含むパ
レットコード化ブロックのためのパレットを決定することと、
　　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルが、前記パレット中に
含まれない色値を有するエスケープピクセルとして復号されるべきかどうかを示す第１の
シンタックス要素を受信されたビットストリームから復号することと、
　　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセル
として復号されるべきことを示す前記第１のシンタックス要素に応じて、
　　　前記パレットコード化ブロックのパレットデルタ量子化パラメータ（ＱＰ）値を示
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す第２のシンタックス要素を前記受信されたビットストリームから復号することと、
　　　前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記パレ
ットデルタＱＰ値に基づいて予測されたＱＰ値を調整することと、
　　　エスケープピクセルの量子化された色値を前記受信されたビットストリームから復
号することと、
　　　前記パレットＱＰ値に従って前記エスケープピクセルの前記色値を逆量子化するこ
とと、
　を行うように構成された、１つまたは複数のプロセッサと、
　を備える、ビデオ復号デバイス。
【請求項７】
　ビデオ符号化デバイスであって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリと通信し、
　　１つまたは複数のそれぞれの色値を示す１つまたは複数のパレットエントリを含むパ
レットコード化ブロックのためのパレットを決定することと、
　　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルが、前記パレット中に
含まれない色値を有するエスケープピクセルとして符号化されるべきかどうかを決定する
ことと、
　　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセル
として符号化されるべきであるかどうかを示す第１のシンタックス要素をビットストリー
ム中で符号化することと、
　　エスケープピクセルとして符号化されるべき少なくとも１つのピクセルを含む前記コ
ード化パレットブロックに応じて、
　　　前記パレットコード化ブロックのパレット量子化パラメータ（ＱＰ）値を決定する
ことと、
　　　前記パレットＱＰ値と予測されたＱＰ値との間の差分としてパレットデルタＱＰ値
を決定することと、
　　　前記パレットコード化ブロックの前記パレットデルタＱＰ値を示す第２のシンタッ
クス要素を前記ビットストリーム中で符号化することと、
　　　前記パレットＱＰ値に従ってエスケープピクセルの前記色値を量子化することと、
　　　前記エスケープピクセルの前記量子化された色値を前記ビットストリーム中で符号
化することと、
　を行うように構成された、１つまたは複数のプロセッサと、
　を備える、ビデオ符号化デバイス。
【請求項８】
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値と少なくとも１つのクロマパレットＱＰ
値とを備える、請求項６または請求項７に記載のビデオ処理デバイス。
【請求項９】
　前記予測されたＱＰ値が、スライスレベルのＱＰ値または前の量子化グループ中に含ま
れるブロックに関連するＱＰ値のうちの１つを備える、請求項６または請求項７に記載の
ビデオ処理デバイス。
【請求項１０】
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値を備え、前記１つまたは複数のプロセッ
サが、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックを含む現在
の量子化グループのクロマＱＰオフセット値を決定することと、
　前記パレットコード化ブロックのクロマパレットＱＰ値を決定するために、前記クロマ
ＱＰオフセット値に基づいて前記パレットコード化ブロックのために決定された前記ルー
マパレットＱＰ値を調整することと、
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　を行うように構成される、請求項６または請求項７に記載のビデオ処理デバイス。
【請求項１１】
　前記デバイスが、
　集積回路、
　マイクロプロセッサ、または
　ワイヤレス通信デバイス
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項６または請求項７に記載のビデオ処理デバイ
ス。
【請求項１２】
　実行されたとき、１つまたは複数のプロセッサに、請求項１乃至５のいずれか一項に従
った方法を実行することを行わせる、ビデオデータを処理するための命令を記憶した、非
一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３３】
　[0238]様々な例が説明された。これらおよび他の例は添付の特許請求の範囲内に入る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ビデオデータを処理する方法であって、
　１つまたは複数のそれぞれの色値を示す０個以上のパレットエントリを含むパレットコ
ード化ブロックのためのパレットを決定することと、
　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルが、前記パレット中に含
まれない色値を有するエスケープピクセルとしてコーディングされるかどうかを決定する
ことと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックのパレット
量子化パラメータ（ＱＰ）値を決定することと、前記パレットＱＰ値が、予測されたＱＰ
値から調整され、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレット中に含まれない前記エスケー
プピクセルの前記色値を決定すること、および前記パレットＱＰ値に従って前記エスケー
プピクセルの前記色値を量子化することを行うことと、
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値と少なくとも１つのクロマパレットＱＰ
値とを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記パレットコード化ブロックが、現在の量子化グループ中に含まれ、前記予測された
ＱＰ値が、スライスレベルのＱＰ値または前の量子化グループ中に含まれるブロックに関
連するＱＰ値のうちの１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記パレットＱＰ値を決定することが、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックを含む現在
の量子化グループのデルタＱＰ値を決定することと、
　前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記デルタＱ
Ｐ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整することと、
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　を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記パレットＱＰ値を決定することが、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記パレットコード化ブ
ロックを含む現在の量子化グループのために前に決定されていた場合、前記パレットコー
ド化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記前に決定されたデルタＱＰ値
に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記現在の量子化グルー
プのために前に決定されていなかった場合、前記パレットコード化ブロックのパレットデ
ルタＱＰ値を決定すること、および前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値
を決定するために、前記パレットデルタＱＰ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整す
ることを行うことと、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記パレットコード化ブロックの前記パレットデルタＱＰ値を決定することが、
　デルタＱＰ値がパレットコード化ブロックのために有効化されるかどうかを決定するこ
とと、
　デルタＱＰ値がパレットコード化ブロックのために有効化されることに基づいて、前記
パレットコード化ブロックの前記パレットデルタＱＰ値を決定することと、
　を備える、Ｃ５に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値を備え、前記方法が、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックを含む現在
の量子化グループのクロマＱＰオフセット値を決定することと、
　前記パレットコード化ブロックのクロマパレットＱＰ値を決定するために、前記クロマ
ＱＰオフセット値に基づいて前記パレットコード化ブロックのために決定された前記ルー
マパレットＱＰ値を調整することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値を備え、前記方法が、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、クロマＱＰオフセット値が、前記パレット
コード化ブロックを含む現在の量子化グループのために前に決定されていた場合、前記パ
レットコード化ブロックのクロマパレットＱＰ値を決定するために、前記前に決定された
クロマＱＰオフセット値に基づいて前記パレットコード化ブロックのために決定された前
記ルーマパレットＱＰ値を調整することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、クロマＱＰオフセット値が、前記現在の量
子化グループのために前に決定されていなかった場合、前記パレットコード化ブロックの
パレットクロマＱＰオフセット値を決定すること、および前記パレットコード化ブロック
の前記クロマパレットＱＰ値を決定するために、前記パレットクロマＱＰオフセット値に
基づいて前記パレットコード化ブロックのために決定された前記ルーマパレットＱＰ値を
調整することを行うことと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記パレットコード化ブロックの前記パレットクロマＱＰオフセット値を決定すること
が、
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　クロマＱＰオフセット値がパレットコード化ブロックのために有効化されるかどうかを
決定することと、
　クロマＱＰオフセット値がパレットコード化ブロックのために有効化されることに基づ
いて、前記パレットコード化ブロックの前記パレットクロマＱＰオフセット値を決定する
ことと、
　を備える、Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記パレットＱＰ値を決定することが、
　前記パレットコード化ブロックが現在の量子化グループ中の第１のブロックであるかど
うか、または前記現在の量子化グループ中のいずれかの前の非パレットコード化ブロック
が非０係数を含むかどうかを決定することと、
　前記パレットコード化ブロックが、前記現在の量子化グループ中の前記第１のブロック
であること、または前記現在の量子化グループ中の前記前の非パレットコード化ブロック
のいずれも非０係数を含まないことに基づいて、前記予測されたＱＰ値から調整される前
記パレットＱＰ値を決定することと、前記パレットＱＰ値が、ルーマおよびクロマパレッ
トＱＰ値を含み、
　前記パレットコード化ブロックが、前記現在の量子化グループ中の前記第１のブロック
でないことと、前記現在の量子化グループ中の前記前の非パレットコード化ブロックのう
ちの少なくとも１つが、非ゼロ係数を含むこととに基づいて、前記現在の量子化グループ
中の前記少なくとも１つの前の非パレットコード化ブロックのために前に決定された量子
化グループＱＰ値に等しい前記パレットＱＰ値を決定することと、前記量子化グループＱ
Ｐ値が、ルーマおよびクロマＱＰ値を含み、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記方法が、ビデオデコーダによってビデオデータを処理する方法を備え、前記方法が
、
　受信されたビットストリームから、前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも
１つのピクセルがエスケープピクセルとして復号されるべきであるかどうかを示す第１の
シンタックス要素を復号することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして復号されることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記パレットコード化ブロックを
も含む現在の量子化グループ中に含まれるブロックのために前に決定されていなかった場
合、前記受信されたビットストリームから、前記パレットコード化ブロックのパレットデ
ルタＱＰ値を示す第２のシンタックス要素を復号すること、および前記パレットコード化
ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記パレットデルタＱＰ値に基づいて
前記予測されたＱＰ値を調整することを行うことと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして復号されることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記現在の量子化グループ中に含
まれるブロックのために前に決定されていた場合、前記パレットコード化ブロックのデル
タＱＰ値を復号することなしに前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値を決
定するために、前記前に決定されたデルタＱＰ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整
することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして復号されることに基づいて、前記受信されたビットストリームから、前記エスケ
ープピクセルの量子化された色値を復号すること、および前記パレットＱＰ値に従って前
記エスケープピクセルの前記色値を逆量子化することを行うことと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記方法が、ビデオエンコーダによってビデオデータを処理する方法を備え、前記方法
が、
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　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして符号化されるかどうかを示す第１のシンタックス要素をビットストリームにおい
て符号化することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして符号化されることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記パレットコード化ブロック
をも含む現在の量子化グループ中に含まれるブロックのために前に決定されていなかった
場合、前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定すること、前記パレッ
トＱＰ値と前記予測されたＱＰ値との間の差分としてパレットデルタＱＰ値を決定するこ
と、および前記パレットコード化ブロックの前記パレットデルタＱＰ値を示す第２のシン
タックス要素を前記ビットストリームにおいて符号化することを行うことと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして符号化されることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記現在の量子化グループ中に
含まれるブロックのために前に決定されていた場合、前記パレットコード化ブロックのデ
ルタＱＰ値を符号化することなしに前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値
を決定するために、前記前に決定されたデルタＱＰ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を
調整することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして符号化されることに基づいて、前記パレットＱＰ値に従って前記エスケープピク
セルの前記色値を量子化すること、および前記ビットストリームにおいて前記エスケープ
ピクセルの前記量子化された色値を符号化することを行うことと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　ビデオ処理デバイスであって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリと通信し、
　　１つまたは複数のそれぞれの色値を示す０個以上のパレットエントリを含むパレット
コード化ブロックのためのパレットを決定することと、
　　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルが、前記パレット中に
含まれない色値を有するエスケープピクセルとしてコーディングされるかどうかを決定す
ることと、
　　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピク
セルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックのパレッ
ト量子化パラメータ（ＱＰ）値を決定することと、前記パレットＱＰ値が、予測されたＱ
Ｐ値から調整され、
　　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピク
セルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレット中に含まれない前記エスケ
ープピクセルの前記色値を決定すること、および前記パレットＱＰ値に従って前記エスケ
ープピクセルの前記色値を量子化することを行うことと、
　を行うように構成された、１つまたは複数のプロセッサと、
　を備える、ビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ１４］
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値と少なくとも１つのクロマパレットＱＰ
値とを備える、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ１５］
　前記パレットコード化ブロックが、現在の量子化グループ中に含まれ、前記予測された
ＱＰ値が、スライスレベルのＱＰ値または前の量子化グループ中に含まれるブロックに関
連するＱＰ値のうちの１つを備える、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ１６］
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
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ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックを含む現在
の量子化グループのデルタＱＰ値を決定することと、
　前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記デルタＱ
Ｐ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整することと、
　を行うように構成される、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ１７］
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記パレットコード化ブ
ロックを含む現在の量子化グループのために前に決定されていた場合、前記パレットコー
ド化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記前に決定されたデルタＱＰ値
に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記現在の量子化グルー
プのために前に決定されていなかった場合、前記パレットコード化ブロックのパレットデ
ルタＱＰ値を決定すること、および前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値
を決定するために、前記パレットデルタＱＰ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整す
ることを行うことと、
　を行うように構成される、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ１８］
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　デルタＱＰ値がパレットコード化ブロックのために有効化されるかどうかを決定するこ
とと、
　デルタＱＰ値がパレットコード化ブロックのために有効化されることに基づいて、前記
パレットコード化ブロックの前記パレットデルタＱＰ値を決定することと、
　を行うように構成される、Ｃ１７に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ１９］
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値を備え、前記１つまたは複数のプロセッ
サが、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックを含む現在
の量子化グループのクロマＱＰオフセット値を決定することと、
　前記パレットコード化ブロックのクロマパレットＱＰ値を決定するために、前記クロマ
ＱＰオフセット値に基づいて前記パレットコード化ブロックのために決定された前記ルー
マパレットＱＰ値を調整することと、
　を行うように構成される、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ２０］
　前記パレットＱＰ値が、ルーマパレットＱＰ値を備え、前記１つまたは複数のプロセッ
サが、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、クロマＱＰオフセット値が、前記パレット
コード化ブロックを含む現在の量子化グループのために前に決定されていた場合、前記パ
レットコード化ブロックのクロマパレットＱＰ値を決定するために、前記前に決定された
クロマＱＰオフセット値に基づいて前記パレットコード化ブロックのために決定された前
記ルーマパレットＱＰ値を調整することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、クロマＱＰオフセット値が、前記現在の量
子化グループのために前に決定されていなかった場合、前記パレットコード化ブロックの
パレットクロマＱＰオフセット値を決定すること、および前記パレットコード化ブロック
の前記クロマパレットＱＰ値を決定するために、前記パレットクロマＱＰオフセット値に
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基づいて前記パレットコード化ブロックのために決定された前記ルーマパレットＱＰ値を
調整することを行うことと、
　を行うように構成される、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ２１］
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　クロマＱＰオフセット値がパレットコード化ブロックのために有効化されるかどうかを
決定することと、
　クロマＱＰオフセット値がパレットコード化ブロックのために有効化されることに基づ
いて、前記パレットコード化ブロックの前記パレットクロマＱＰオフセット値を決定する
ことと、
　を行うように構成される、Ｃ２０に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　前記パレットコード化ブロックが現在の量子化グループ中の第１のブロックであるかど
うか、または前記現在の量子化グループ中のいずれかの前の非パレットコード化ブロック
が非０係数を含むかどうかを決定することと、
　前記パレットコード化ブロックが、前記現在の量子化グループ中の前記第１のブロック
であること、または前記現在の量子化グループ中の前記前の非パレットコード化ブロック
のいずれも非０係数を含まないことに基づいて、前記予測されたＱＰ値から調整される前
記パレットＱＰ値を決定することと、前記パレットＱＰ値が、ルーマおよびクロマパレッ
トＱＰ値を含み、
　前記パレットコード化ブロックが、前記現在の量子化グループ中の前記第１のブロック
でないことと、前記現在の量子化グループ中の前記前の非パレットコード化ブロックのう
ちの少なくとも１つが、非ゼロ係数を含むこととに基づいて、前記現在の量子化グループ
中の前記少なくとも１つの前の非パレットコード化ブロックのために前に決定された量子
化グループＱＰ値に等しい前記パレットＱＰ値を決定することと、前記量子化グループＱ
Ｐ値が、ルーマおよびクロマＱＰ値を含み、
　を行うように構成される、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ２３］
　前記方法が、ビデオデコーダによってビデオデータを処理する方法を備え、前記１つま
たは複数のプロセッサが、
　受信されたビットストリームから、前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも
１つのピクセルがエスケープピクセルとして復号されるべきであるかどうかを示す第１の
シンタックス要素を復号することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして復号されることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記パレットコード化ブロックを
も含む現在の量子化グループ中に含まれるブロックのために前に決定されていなかった場
合、前記受信されたビットストリームから、前記パレットコード化ブロックのパレットデ
ルタＱＰ値を示す第２のシンタックス要素を復号すること、および前記パレットコード化
ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記パレットデルタＱＰ値に基づいて
前記予測されたＱＰ値を調整することを行うことと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして復号されることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記現在の量子化グループ中に含
まれるブロックのために前に決定されていた場合、前記パレットコード化ブロックのデル
タＱＰ値を復号することなしに前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値を決
定するために、前記前に決定されたデルタＱＰ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整
することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして復号されることに基づいて、前記受信されたビットストリームから、前記エスケ
ープピクセルの量子化された色値を復号すること、および前記パレットＱＰ値に従って前
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記エスケープピクセルの前記色値を逆量子化することを行うことと、
　を行うように構成される、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ２４］
　前記方法が、ビデオエンコーダによってビデオデータを処理する方法を備え、前記１つ
または複数のプロセッサが、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして符号化されるかどうかを示す第１のシンタックス要素をビットストリームにおい
て符号化することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして符号化されることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記パレットコード化ブロック
をも含む現在の量子化グループ中に含まれるブロックのために前に決定されていなかった
場合、前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定すること、前記パレッ
トＱＰ値と前記予測されたＱＰ値との間の差分としてパレットデルタＱＰ値を決定するこ
と、および前記パレットコード化ブロックの前記パレットデルタＱＰ値を示す第２のシン
タックス要素を前記ビットストリームにおいて符号化することを行うことと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして符号化されることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記現在の量子化グループ中に
含まれるブロックのために前に決定されていた場合、前記パレットコード化ブロックのデ
ルタＱＰ値を符号化することなしに前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値
を決定するために、前記前に決定されたデルタＱＰ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を
調整することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとして符号化されることに基づいて、前記パレットＱＰ値に従って前記エスケープピク
セルの前記色値を量子化すること、および前記ビットストリームにおいて前記エスケープ
ピクセルの前記量子化された色値を符号化することを行うことと、
　を行うように構成される、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ２５］
　前記ビデオ処理デバイスが、
　集積回路、
　マイクロプロセッサ、または
　ワイヤレス通信デバイス
　のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１３に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ２６］
　ビデオ処理デバイスであって、
　１つまたは複数のそれぞれの色値を示す０個以上のパレットエントリを含むパレットコ
ード化ブロックのためのパレットを決定するための手段と、
　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルが、前記パレット中に含
まれない色値を有するエスケープピクセルとしてコーディングされるかどうかを決定する
ための手段と、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックのパレット
量子化パラメータ（ＱＰ）値を決定するための手段と、前記パレットＱＰ値が、予測され
たＱＰ値から調整され、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレット中に含まれない前記エスケー
プピクセルの前記色値を決定すること、および前記パレットＱＰ値に従って前記エスケー
プピクセルの前記色値を量子化することを行うための手段と、
　を備える、ビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ２７］
　前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するための前記手段が、
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　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記パレットコード化ブ
ロックを含む現在の量子化グループのために前に決定されていた場合、前記パレットコー
ド化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記前に決定されたデルタＱＰ値
に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整するための手段と、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記現在の量子化グルー
プのために前に決定されていなかった場合、前記パレットコード化ブロックのパレットデ
ルタＱＰ値を決定すること、および前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値
を決定するために、前記パレットデルタＱＰ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整す
ることを行うための手段と、
　をさらに備える、Ｃ２６に記載のビデオ処理デバイス。
　　［Ｃ２８］
　実行されたとき、１つまたは複数のプロセッサに、
　１つまたは複数のそれぞれの色値を示す０個以上のパレットエントリを含むパレットコ
ード化ブロックのためのパレットを決定することと、
　前記パレットコード化ブロック内の少なくとも１つのピクセルが、前記パレット中に含
まれない色値を有するエスケープピクセルとしてコーディングされるかどうかを決定する
ことと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレットコード化ブロックのパレット
量子化パラメータ（ＱＰ）値を決定することと、前記パレットＱＰ値が、予測されたＱＰ
値から調整され、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、前記パレット中に含まれない前記エスケー
プピクセルの前記色値を決定すること、および前記パレットＱＰ値に従って前記エスケー
プピクセルの前記色値を量子化することを行うことと、
　を行わせる、ビデオデータを処理するための命令を記憶した、非一時的コンピュータ可
読媒体。
　　［Ｃ２９］
　前記命令が、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記パレットコード化ブ
ロックを含む現在の量子化グループのために前に決定されていた場合、前記パレットコー
ド化ブロックの前記パレットＱＰ値を決定するために、前記前に決定されたデルタＱＰ値
に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整することと、
　前記パレットコード化ブロック内の前記少なくとも１つのピクセルがエスケープピクセ
ルとしてコーディングされることに基づいて、デルタＱＰ値が、前記現在の量子化グルー
プのために前に決定されていなかった場合、前記パレットコード化ブロックのパレットデ
ルタＱＰ値を決定すること、および前記パレットコード化ブロックの前記パレットＱＰ値
を決定するために、前記パレットデルタＱＰ値に基づいて前記予測されたＱＰ値を調整す
ることを行うことと、
　を行わせる、Ｃ２８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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